
Ⅰ. はじめに

尿沈渣検査は、主に腎障害の指標として数多
く実施されている検査である。これらは有用な
検査である反面、顕微鏡を用いた手作業で行わ
れるため、その煩雑さから自動化が望まれてい
た。この自動化を目指し、80年代後半に自動尿
中有形成分分析装置として数機種が発売され、
日本国内においてもその普及率は年々上昇して
いる。

今回、尿一般検査の業務効率改善および尿沈
渣検査の院内標準化を目的とし、尿検査データ
管理システムMEQNET MINILABを導入された
施設における一般検査の運用事例について紹介
する。

Ⅱ. MEQNET MINILABのシステム構成

MEQNET MINILABは、各種尿検査機器、デ
ータ管理用PC、報告書用プリンタ、リモートメ
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ンテナンス用ネットワーク機器などで構成され
る（図１）。ここに沈渣入力用PCが複数台追加
される場合もある。データ管理用PCと尿検査機
器、あるいは検査システムPCはシリアルインタ
ーフェースで接続する。データ管理用PCと沈渣
入力用PCはLAN（Ethernet）で接続する。

Ⅲ. MEQNET MINILABの特長

簡単で多彩なロジック設定によるデータチェ
ックが自動で実施できる（図２）。

1) クロスチェック
定性VS定性、定性VS沈渣、沈渣VS沈渣のよ

うに関連する２項目の測定結果に乖離がないか
を確認し、測定結果の信頼性をチェックするこ
とができる。

2) 測定オーダーの自動追加
尿中有形成分分析のオーダーがない検体であ

っても、尿定性検査の結果により自動で尿中有
形成分分析のオーダーを発生させることができ
る。

3) 前回値チェック
測定結果が前回値（鏡検結果を含む）と大き

く乖離した検体にはフラグを発生させ、結果を
確認することができる。

4) 尿中有形成分測定パス
有形成分測定のオーダーがあっても、前回値

や尿定性検査結果から鏡検が必須であると判断
された場合、ミニラボが有形成分測定をパスす
る指示を出すことで、無駄な測定を減らすこと
ができる。

5) 患者属性による運用ロジック設定
診療科別、担当医別、性別、年齢別など、患

者属性を条件とする様々な運用ロジックを設定
することが可能。

6) 効率的な鏡検結果の入力
尿定性・尿中有形成分の前回値、今回値を参

照しながら鏡検結果入力が可能。入力にはマウ
ス或いはテンキーを使用することができ、沈渣
カウンターと同様の操作で簡単に結果入力がで
きる。
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図１ ミニラボシステム構成図

図２ MINILABのロジック設定画面



7) 接続の拡張と一元化
検査システム（LIS）はミニラボを介するこ

とで１本化が可能であり、LIS接続費用を低減す
ることができる。一例として、尿定性検査のバ
ックアップ機を容易に接続できる（AUTION
MAX AX-4060、AUTION ELEVEN AE-4020な
ど）。

8) スキャッタグラムの取り込み
AU-4050から測定結果を受信するとミニラボ

の各画面にスキャッタ画面が表示され、スキャ
ッタアイコンをクリックすると他の画面も閲覧
できる。（図３）

Ⅳ. 運用内容

AUTION HYBRID AU-4050（以下AU-4050）と
MEQNET MINILABを用いた運用フローは図４の
ようになる。定性結果を受け有形成分分析装置
での測定をスキップする定性チェック機能、有
形成分結果が閾値以上になった場合鏡検フラグ
発生させる機能、また、定性と有形成分、定性
と定性項目とのクロスチェック機能等を設定す
ることにより施設ごとに最適な運用フロー構築
が可能である。以下に実際の施設における設定
値を例に、具体的な検査業務への効果について
解説する。

1) 尿中有形成分測定パス
表１に一般的な尿中有形成分測定パス設定値

を示す。尿潜血、尿蛋白などが明らかに強陽性
の場合、AU-4050で有形成分の測定を行っても
最終的に鏡検を実施することが多いため、定性
結果により有形成分の測定をスキップさせ、鏡
検フラグを発生させることにより、ランニング
コスト削減、結果報告の迅速化が図れる。

2) 有形成分異常値チェック
表２に有形成分異常値設定例を示す。有形成
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図３ MEQNET MINILABのスキャッタ表示画面

図４ ミニラボの運用フロー
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       項目 

円柱 

病的円柱 

結晶 

小円形細胞 

粘液糸 

精子 

酵母様真菌 

    閾値 

2.5個/μL 

0.5個/μL 

 10個/μL 

   8個/μL 

   8個/μL 

   3個/μL 

 10個/μL

表２ 有形成分異常値設定例

  項目   閾値  単位

1 尿潜血   ２＋            ランク

2 尿蛋白   ３＋            ランク

3 白血球（定性）   ２＋            ランク

4 混濁   ２＋            ランク

表１ 尿中有形成分測定パス設定例



分の結果ごとに閾値を設定し、測定結果が閾値
を越えた検体にはフラグを立て鏡検を実施する
よう促すことで、異常検体の見落としを軽減す
ることができる。

3) クロスチェック
表３にクロスチェック設定例を示す。定性、

有形成分結果に矛盾が生じた場合に、クロスチ
ェックエラーを発生させる。AU-4050による赤
血球、白血球の誤認、定性結果の偽陽性・偽陰
性、また、アルカリ尿による蛋白の偽陽性、尿
ビリルビン・色調項目による偽陽性チェック1)が
可能となる。

4) 定性・沈渣結果入力時、コメント発生機能
指定した尿定性検査項目および細胞成分の規

定閾値以上の値を入力時、図５のように自動的

に確認が必要な生化学項目等をポップアップ表
示するので、尿検査の院内標準化が図れる。

Ⅴ. おわりに

尿一般検査において即時検査・報告を実現す
るために全自動尿統合装置AUTION HYBRID
AU-4050や、自動尿分析装置AX-4060およびAE-
4020の通信機能が活用されている。尿検査機器
と検査データ管理システムMEQNET MINILAB
を接続することで一般検査全体のさらなる効率
化・迅速化の一助となれば幸いである。
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表３ クロスチェック設定例

図５ 確認項目ポップアップ画面
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